
=1.5*.15*24

=20*0 .8*0 .4

=5.4*1.15* 0 .3=1.863

=5.4 +6 .4

計算結果から読むと 
底版地震時Ｍだ

底版底長期Ｍ＝{5.4* (0 .8－(0.15 / 2))}＋(6.4*(0 .8 / 2 ))=3 .915+2.65=6 .475  
底版底短期Ｍ＝長期＋地震時＝6.475＋1.863＝8.338  
短期ｘ=短期Ｍ／Ｎ＝8.338/ 11. 8=0 .7066  
短期e=0.7066-－(0 .8 / 2)=0 .3066  
短期e/L =0.0 .3066/ 0 .8=0 .3825　←なぜか出力は合っている

=(6.475/ 11. 8)－(0 .8 / 2)=0 .14 87
=1.863/ 11. 8=0 .15 79  だけど本当は

=0.14 87/ 0 .8＝0.1859

=0.15 79/ 0 .8＝0.1973　になってしまうが

以下確認省略

地中の縦壁も底版も埋土も一緒くたにしてる。 
コンクリと土に分けて計算すると 
Ｗ＝24* {0 .15* (0 .4－0.25 ))+24* (0 .25* (0 .8+0 .15 ) 
　　＋16*(0 .4-0 .25 )*(0 .8 -0 .15 )=0 .54 +3 .90+1.5 6  
　=6.00  
たかが0.40違うだけと言うだろうが・・・。




